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低農薬にこだわって、
生産から販売まで
安心の作物を提供したい。



三
浦
昌
也
さ
ん
は
、昨
年
早
期
退
職
し
て
専

業
農
家
と
し
て
農
業
に
勤
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

特
に
い
ち
ご
栽
培
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
、収

穫
の
時
期
に
は
沢
山
出
荷
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

奥
さ
ん
は
自
宅
で
ケ
ー
キ
教
室
を
開
い
て
お
ら

れ
、誕
生
日
ケ
ー
キ
の
受
注
販
売
も
さ
れ
て
い

て
収
穫
し
た
い
ち
ご
は
ケ
ー
キ
の
主
材
料
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

―�

メ
イ
ン
の
農
作
物
、栽
培
方
法
、病
害

虫
対
策
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い

筍
、な
す
び
、水
稲
、い
ち
ご
。

―�

栽
培
面
積
、規
模
等
を
教
え
て
く

だ
さ
い

竹
林
２
反
、水
田
３
反
、畑
２
反
、

ハ
ウ
ス
１
棟
。

―�

就
農
の
キ
ッ
カ
ケ
、ど
う
や
っ
て
農

業
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い

元
々
兼
業
農
家
で
筍
と
米
を
栽
培

し
て
い
ま
し
た
が
、昨
年
仕
事
を
早
期

退
職
し
て
専
業
農
家
に
な
り
ま
し
た
。

低
農
薬
に
こ
だ
わ
っ
て
、生
産
か
ら
販
売
ま
で

　安
心
の
作
物
を
提
供
し
た
い
。

▲ 朝摘み完熟いちごです
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大原野支店管内

三
み

浦
うら

 昌
まさ

也
や

さん（59）

―�

農
業
で
取
り
入
れ
て
楽
に
な
っ
た

方
法
や
、ち
ょっ
と
し
た
小
技
は
あ

り
ま
す
か

特
に
な
い
で
す
。
ひ
た
す
ら
頑
張

る
し
か
な
い
で
す
。

―�

今
後
、取
り
組
み
た
い
こ
と
は
あ
り

ま
す
か

い
ち
ご
作
業
は
体
の
負
担
も
少
な

く
、年
を
取
って
も
やって
い
け
る
の
で
もっ

と
い
ち
ご
の
規
模
を
拡
大
し
た
い
で
す
。　

　―�

よ
く
使
用
し
て
い
る
機
械
は
あ
り

ま
す
か

ト
ラ
ク
タ
ー
。

―�

趣
味
、ス
ト
レ
ス
発
散
方
法
を
教

え
て
く
だ
さ
い

あ
ま
り
う
ま
く
な
い
で
す
が
、

ゴ
ル
フ
が
趣
味
で
す
。

―�

健
康
作
り
、体
力
勝
負
だ
と
思
い

ま
す
が
、実
践
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

し
っ
か
り
寝
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て

な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

―�

一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、習
慣
、毎
日

し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

今
の
時
季
で
し
た
ら
、朝
４
時
に
起

き
て
な
す
び
を
収
穫
し
て
き
て
、箱
詰

め
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
Ｊ
Ａ
の
集
荷
場

へ
出
荷
し
て
帰
っ
た
ら
お
昼
頃
に
な
り

ま
す
。
昼
食
後
に
ま
た
夕
方
ま
で
農

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
朝
は
早
い
で
す

が
、寝
る
の
は
大
体
午
前
０
時
位
で
す
。

―�

野
菜
の
食
べ
方
で
好
き
な
食
べ
方

は
あ
り
ま
す
か

サ
ラ
ダ
が
好
き
で
す
が
、ド
レッ
シ
ン

グ
を
か
け
ず
に
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の
が

好
き
で
す
。

―�

今
農
業
に
必
要
な
こ
と
は
何
だ
と

思
わ
れ
ま
す
か

収
入
の
安
定
。

―�

他
の
農
家
さ
ん
と
の
交
流
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か

常
に
作
っ
て
お
ら
れ
る
圃ほ

場
を
訪

問
し
て
、な
す
び
や
青
物
の
育
て
方
等

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

―�

何
か
、こ
だ
わ
り
は
あ
り
ま
す
か

低
農
薬
で
安
心
し
て
生
産
か
ら
販

売
ま
で
食
べ
ら
れ
る
作
物
を
育
て
る
こ

と
で
す
。

―�

前
号
掲
載
の
山
本
さ
ん
か
ら
の
質

問
が
あ
り
ま
す

　

�「
休
日
の
過
ご
し
方
は
ど
う
さ
れ
て

い
ま
す
か
？
」

と
に
か
く
寝
て
い
ま
す
。

▲ いちご苗の手入れをしています

▲ お菓子教室＆ショップ

▲ 作業を眺めるはなちゃん

▲ 収穫したシルクスィート
▲これから敷き藁土入れです

       ▲ 収穫したいちごを使ったケーキ
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ニューストピックス ニューストピックス

▲ 代表が舞台に上がり元気よく「頑張ろうコール」を行いました

▲ 見事入賞した発表者

１０
月
１９
日
㈭
、リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
京
都
で「
２
０
２
３
年
度
下
期
渉
外
・

Ｌ
Ａ
決
起
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、今
年
度
上
期
に
お
い
て
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
渉
外
担
当
者
や
Ｌ
Ａ

担
当
者
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、今
年
度

に
掲
げ
た
信
用
事
業
と
共
済
事
業
の
目
標

必
達
に
向
け
て
、下
期
取
り
組
み
の
意
思

結
集
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

し
た
。
表
彰
に
お
い
て
は
、次
の
渉
外
担

当
者
や
Ｌ
Ａ
担
当
者
が
受
賞
し
ま
し
た
。

▽
渉
外
の
部（
信
用
事
業
上
期
）　

１
位
＝
平
野 

正
大（
久
世
支
店
）

２
位
＝
山
田 

尚
義（
海
印
寺
支
店
）　

３
位
＝
鳥
居 

謙
太（
神
足
支
店
）　

▽
Ｌ
Ａ
の
部（
共
済
事
業
上
期
）　

１
位
＝
今
崎 

裕
貴（
久
世
支
店
）

２
位
＝
森
井 

達
也（
向
島
支
店
）　

３
位
＝
河
邉 

光
希（
海
印
寺
支
店
）

ま
た
、下
期
の
取
り
組
み
に
お
い
て
の

決
意
表
明
を
信
用
部
門
は
、平
野 

正
大（
久

世
支
店
）が
、共
済
部
門
は
、河
邉 

光
希

（
海
印
寺
支
店
）が
代
表
し
て
行
い
、自
身

の
下
期
の
取
り
組
み
へ
の
決
意
を
披
露

し
ま
し
た
。

１０
月
１１
日
、本
店
大
会
議
室
に
お
い

て「
第
９
回
窓
口
セ
ー
ル
ス
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
窓
口
担
当
者
の
知
識
と
Ｃ
Ｓ

マ
ナ
ー
の
向
上
、組
合
員
や
利
用
者
の

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
提
案
型

セ
ー
ル
ス
の
強
化
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

出
場
し
た
１３
名
は
、設
例
の
顧
客
情

報
を
も
と
に
、ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
想

定
し
た
情
報
収
集
を
行
い
、「
マ
イ
カ
ー

ロ
ー
ン
」「
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
」「
Ｊ
Ａ
カ
ー

ド
」「
年
金
予
約
定
期
」な
ど
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
を
チ
ラ
シ
や
手

作
り
の
資
料
を
活
用
し
な
が
ら
お
客
様

役
の
人
に
提
案
し
ま
し
た
。
９
分
間
と

い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、各
自
が

日
頃
の
業
務
や
練
習
の
成
果
を
存
分
に

披
露
し
、ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
ま
で
の
セ
ー
ル
ス
技
術
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
下
期
渉
外
・
Ｌ
Ａ
決
起
大
会

窓
口
ロ
ー
プ
レ
大
会　

日
頃
の
成
果
を
披
露

結
果
は
次
の
通
り
で
し
た
。

▽
最
優
秀
賞
＝
加
藤
亜
加
里（
向
日
支
店
）、優
秀
賞
＝
大
谷
桃
香（
海
印
寺
支
店
）、

第
３
位
＝
永
井
由
実
子（
洛
南
支
店
）、信
連
賞
＝
大
田
理
絵（
向
島
支
店
）、

ト
ー
タ
ル
経
営
賞
＝
近
藤
弘
美（
久
世
支
店
）
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ニューストピックス ニューストピックス

▲ 見事入賞した発表者

１０
月
２０
日
、本
店
大
会
議
室
に
お
い
て「
第
９
回
スマ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、共
済
窓
口
担
当
者
が
共
済
既
契
約
者
に
対
し
て
保
障
点
検
活
動（
３
Ｑ
活
動
）

を
行
い
、ニー
ズ
や
ラ
イ
フス
タ
イ
ルの
変
化
に
応
じ
た
保
障
提
案
力
の
強
化
を
目
的
と
し
てい
ま
す
。

出
場
者
１３
名
は
、設
例
の
顧
客
情
報
を
も
と
に
、窓
口
で
の
手
続
き
終
了
後
に
プ
ラ
スα

の
一
言
を
投
げ
か
け
、ラ
ブ
レッツ
端
末
の
各
種
機
能
を
活
用
し
て
、保
障
の
必
要
性
を
感
じ

て
も
らった
上
で
、Ｊ
Ａ
共
済
の
各
種
商
品
を
提
案
。
１０
分
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

各
自
が
日
頃
の
業
務
や
練
習
の
成
果
を
存
分
に
披
露
し
、ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
ま

で
の
セ
ー
ル
ス
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

６
人
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、見
事
、向
島
支
店
の
山
本
理
奈
さ
ん
が
第

1
位
と
な
り
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は「
緊
張
感
の
中
、練
習
の
成

果
を
発
揮
で
き
て
非
常
に
嬉
し
い
。
他
の

出
場
者
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
も
大
変
参
考

に
なっ
た
の
で
、今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
い

き
た
い
」と
感
想
を
述
べて
い
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
通
り

第
１
位
＝
山
本
理
奈（
向
島
支
店
）

第
２
位
＝
植
田
眞
由（
岩
倉
支
店
）

第
３
位
＝
三
木
沙
霧（
向
日
支
店
） 

　
　
　
　
　
笠
原
え
り
か（
久
世
支
店
）

　

全
共
連
特
別
賞
＝

　
　
　
　
　
青
木
恵
莉（
羽
束
師
支
店
）

　
　
　
　
橋
本
梨
花（
乙
訓
支
店
）

　
　
　
　
石
田
茉
子（
大
山
崎
支
店
）

　
　
　
　
小
松
由
美（
海
印
寺
支
店
）

若
手
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
日
頃
の
成
果
を
披
露

冬に美味しいお菓子を作りましょう。 ご参加お待ちしています！
を開催します

1家族500円

学校法人 大和学園 坂本三郎氏

1会場12組または24名程度　

当JA管内にお住まいの小学生のお子さんとその親
（原則親子2名）

2023 年
12 月 10日日  向日支店調理室
12 月 17日日  岩倉支店調理室
　両日とも、午前 11 時から午後 2 時頃

各支店に申込用紙（チラシ）を準備してお
ります。ご記入のうえ支店窓口または渉外
担当者にお渡しください。

お子様のエプロン、三角巾（親子分）、マスク
親御さんのエプロンはＪＡでご用意します。

① ブルゴーニュの 
パン・デピス

② ヴァン・ショー風 
ノンアルコールの 
ホット・ドリンク

③ ホッとする 
エッグノッグ

お料理メニュー
①ブルゴーニュの「パン・デピス」
②ヴァン・ショー風 ノンアルコールのホット・ドリンク
③ホッとするエッグノッグ（あったかいミルクセーキ）

締切日：2023年11月30日木

ご準備
いただく物

開催日時・
場所

対象者

参加費

募集人数

料理講師

応募方法

親子 料 理 教 室

京都銀行寺戸公民館

N

イオンフード
スタイル東向日店

ライフシティー
東向日

JA 京都中央
向日支店

東
向
日
駅
阪
急
京
都
線

JA 京都中央
岩倉支店

叡山電鉄鞍馬線

岩倉図書館

岩倉中通

山住
神社

忠在地
公園

明徳
小学校

岩倉駅

N

京都銀行寺戸公民館

N

イオンフード
スタイル東向日店

ライフシティー
東向日

JA 京都中央
向日支店

東
向
日
駅
阪
急
京
都
線

JA 京都中央
岩倉支店

叡山電鉄鞍馬線

岩倉図書館

岩倉中通

山住
神社

忠在地
公園

明徳
小学校

岩倉駅

N

向日支店調理室 岩倉支店調理室

〔料理説明〕�フランスの伝統的なクリスマスのお菓子です。

※駐車場については、チラシ等でご案内します。

※定員になり次第締め
　切りとさせて頂きます。

※写真はイメージです。
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ニューストピックス ニューストピックス

▲ 役員と記念撮影する内定者

▲ ＪＡ大会で優勝した長岡京市支部チーム

▲ 挨拶をされる小西信幸会長

９
月
１３
日
、長
岡
京
市
内
の
府
立
洛
西
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
第
２４
回
Ｊ
Ａ
京
都
中
央
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
、会
員
計
７８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
雨
で
一
日
順
延
の

開
催
で
し
た
が
こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
大
会
日
和
で
し
た
。

こ
の
大
会
は
、「
年
金
友
の
会
」の
拡
大
育
成
を
は
か
る
と
と
も
に
、会

員
の
健
康
と
親
睦
・
融
和
を
深
め
、友
の
会
の
発
展
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

岡
本
彌
一
郎
年
金
友
の
会
本
部
会
長
は「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
て
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
激

励
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

３
ホ
ー
ル
作
ら
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
団
体
の
部

優
勝 

長
岡
京
市
支
部

準
優
勝 
淀
支
部

３
位 
高
雄
支
部

▽
個
人
の
部　

優
勝 

山
本
三
美（
長
岡
京
）

準
優
勝 

大
谷
綾
子（
洛
南
）

３
位 

植
田
喜
美
枝（
長
岡
京
）

な
お
、入
賞
し
た
上
位
３
チ
ー
ム
は
１０

月
２６
日
に
城
陽
市
に
あ
る「
サ
ン
ガ
タ
ウ
ン

城
陽
」で
開
催
さ
れ
た
京
都
府
大
会
に
出

場
さ
れ
、府
内
Ｊ
Ａ
か
ら
１８
チ
ー
ム
が
出

場
さ
れ
た
な
か
、団
体
の
部
で
の
入
賞
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、個
人
の
部
で
藤
本
勇

さ
ん（
淀
支
店
）が
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
１０
月
３
日
に
２
０
２
４
年
度

の
内
定
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
内
定
者
６
名

と
当
組
合
の
役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
田
村

組
合
長
か
ら
内
定
者
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
、

「
Ｊ
Ａ
は
地
域
に
根
差
し
さ
ら
な
る
進
化
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
さ
ん
の
若
い
力
、

新
し
い
視
点
、斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
大
い
に

期
待
し
て
、来
年
４
月
よ
り
共
に
働
け
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」と
激
励
の
言

葉
を
贈
ら
れ

た
後
、内
定

証
書
を
授

与
さ
れ
ま
し

た
。
式
終

了
後
の
オ
リ

エン
テ
―
ショ

ン
で
は
内
定

者
同
士
で

自
己
紹
介

な
ど
を
し
て

親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

年
金
友
の
会
長
岡
京
市
支
部
は
１０
月
２３
日
、

神
戸
へ
の
日
帰
り
親
睦
旅
行
を
実
施
し
ま
し

た
。
５０
人
の
会
員
が
参
加
さ
れ
、神
戸
港
か

ら
出
港
す
る
遊
覧
船
に
乗
船
さ
れ
、大
型
船

の
建
造
風
景
や
六
甲
山
を
背
景
と
し
た
神
戸

の
街
並
み
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。
近
く
の
神

戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
の
ホ
テ
ル
で
昼
食
を
取

ら
れ
た
あ
と
、白
鶴
酒
造
資
料
館
の
見
学
や

六
甲
有
料
道
路
か
ら
景
観
を
楽
し
ま
れ
て
帰

路
に
着
か
れ
ま
し
た
。

小
西
信
幸
会
長
は
、「
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な

で
集
ま
れ
た
。
活
動
行
事
も
コ
ロ
ナ
以
前
の

よ
う
に
徐
々
に
再
開
し
て
き
て
い
る
。
こ
の

旅
行
の
次
は
輪
投
げ
大
会
を
予
定
し
て
い
る
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度

内
定
式
開
催

長
岡
京
市
年
金
友
の
会
が

親
睦
旅
行
を
実
施

年
金
友
の
会
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

6No.159



ニューストピックス ニューストピックス

主な変更点

採用のページは現在
その職についている
職員の声を紹介して
いきます。

ＪＡ京都中央の特産
物は春夏秋冬で季節
ごとに分けて紹介し
ていきます。

　当ＪＡでは、現在色々な情報の発信ツールとして、ホーム
ページとＬＩＮＥを活用しています。
　このたび、よりタイムリーな情報を発信していくために、
インスタグラム（Instagram）も活用していきます。
　写真や動画をメインに皆様に色々なＪＡに関することや皆
様へのお得情報をお知らせしていきますので楽しみにしてく
ださい。
　現在、準備を進めておりますので、利用開始日が決まりま
したらホームページ等でお知らせ致します。

文字の大きさは見る
方に合わせて変更で
きるようにしました。

TOP 画面には必要
なメニューのみを並
べ、検索ワードなど
で必要なページに飛
べるようにしました。

インスタグラムでの情報発信について

当ＪＡでは、このたびホームページをリニューアル致しました。
より見やすくするために、「シンプル」な画面構成にし、

ＪＡ京都中央のイメージカラーである「紫色」を基調としています。
今後ともホームページもご覧いただき、

当ＪＡを身近な存在にしていただくとともに情報発信にご注目願います。

ホームペー
ジリニューアルのお知らせ

7 No.159



▲ テレビ中継の様子

▲ お揃いの笑味ちゃんエプロンをして料理作りを楽しむ参加者

▲ 作品を前に記念写真

大
原
野
支
店
管
内
で
９
月
下
旬「
ひ
ま
わ
り
」が
綺

麗
に
開
花
し
ま
し
た
。

夏
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
ひ
ま
わ
り
を
、
９
月
に
見

頃
を
迎
え
る
よ
う
に
咲
か
せ
る
、毎
年
恒
例
の
イ
ベ

ン
ト
で
、同
Ｊ
Ａ
の
青
年
部
・
女
性
部
も
参
加
し
て

い
る「
な
ん
や
か
ん
や
大
原
野　

農
家
版
」が
主
催
と

な
り
、地
元
、洛
西
高
校
の
生
徒
も
協
力
し
て
ひ
ま
わ

り
が
開
花
し
ま
し
た
。

今
回
は
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
放
送
の「
き
ら
き
ん
！
」と

い
う
番
組
内
で「
女
と
男
」の
ワ
ダ
ち
ゃ
ん
と
市
川
く

ん
が
９
月
２２
日

に
中
継
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
大
原
野
女

性
部
の
村
上
貴

美
代
支
部
長
を

は
じ
め
８
人
の

部
員
も
撮
影
に

協
力
し
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
畑
の

苗
植
え
や
草
引

き
等
に
も
参
加

し
て
い
て
、地
域

一
帯
で
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

向
島
支
店
女
性
部
は
８
月
３０
日
、向
日
支
店
の
調

理
室
を
借
用
し
て
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
９

人
の
部
員
が
参
加
さ
れ
、
７
月
に
女
性
部
本
部
が
各

支
部
長
を
中
心
に
料
理
教
室
を
開
催
し
た
時
に
教

わ
っ
た「
時
短
で
で
き
る
手
軽
な
料
理
」５
品
を
作
り

ま
し
た
。

こ
の
日
は
本
部
の
料
理
教
室
に
出
席
し
た
宮
本
玲

子
支
部
長
を
中
心
に
３
人
で
部
員
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し

ま
し
た
。

宮
本
玲
子

支
部
長
は
、「
時

短
で
で
き
る
料

理
レ
シ
ピ
を
教

わ
っ
た
の
で
、

皆
さ
ん
に
披

露
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
部
員
が

集
ま
り
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ

た
。
こ
れ
か
ら

も
色
々
な
活

動
を
再
開
し

て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

淀
支
店
女
性
部
は
９
月
２７
日
、淀
支
店
２
階
会
議

室
で
生
活
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、家

の
光
６
月
号
の
記
事
活
用
と
し
て
、「
ス
マ
ホ
ク
ッ

シ
ョ
ン
」作
り
を
し
ま
し
た
。
１８
人
の
部
員
が
参
加

し
、各
々
が
提
供
さ
れ
た
布
と
手
芸
綿
を
使
っ
て
飾

り
物
に
も
な
る
ス
マ
ホ
置
き
を
作
り
ま
し
た
。

島
守
敏
子
部
長
は「
家
の
光
の
記
事
活
用
を
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
色
々
本
を
め
く
り
、こ
の
ス
マ
ホ
ク
ッ

シ
ョ
ン
だ
と
短
時
間
で
作
れ
る
し
、飾
り
物
に
も
な
る

と
思
い
採
用

し
た
。
見
た

目
も
か
わ
い

ら
し
く
部
員

の
皆
さ
ん
に

は
好
評
で
し

た
。
こ
れ
か

ら
も
家
の
光

を
参
考
に
し

て
み
ん
な
で

色
々
な
物
を

作
っ
て
い
き

た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま

し
た
。

大
原
野
ひ
ま
わ
り
畑
で

テ
レ
ビ
中
継

時
短
料
理
を
レ
ク
チ
ャ
ー

淀
支
店
女
性
部
が

生
活
教
室
を
開
催

◆
大
原
野
支
店

◆
向
島
支
店

◆
淀
支
店

9/22

8/30

9/27

8No.159



▲ 関空の保安区域で記念写真（上：海印寺女性部、下：洛南女性部）

▲ 参加された部員のみなさん

▲ 完成したお寿司

海
印
寺
支
店
女
性
部
と
洛
南
支
店
女
性
部
は
９
月
２５
日
に
研
修
旅
行
を

実
施
し
ま
し
た
。
偶
然
に
も
行
程
は
違
う
も
の
の
行
先
が
同
じ
で「
関
西
国

際
空
港
の
普
段
見
ら
れ
な
い
保
安
区
域
の
見
学
」に
行
き
ま
し
た
。（
海
印
寺

は
午
前
、洛
南
は
午
後
見
学
）

海
印
寺
女
性
部
は
１４
人
が
、洛
南
女
性
部
は
３３
人
の
部
員
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
か
ら
は「
何
機
も
の
飛
行
機
が
飛
び
立
つ
と
こ
ろ
を
非
常

に
近
い
所
か
ら
見
学
し
、音
と
大
き
さ
に
圧
巻
さ
れ
た
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

海
印
寺
女
性
部
は
近
く
の
ホ
テ
ル
で「
飲
茶
三
昧
」と
銘
さ
れ
た
中
華
料

理
の
昼
食
を
取
り
、洛
南
女
性

部
は
和
食
専
門
店
で
匠
麺
と
銘

さ
れ
た
麺
類
と
旬
の
和
食
の
昼

食
を
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、月
化
粧
ファ
ク
ト
リ
ー
に

も
寄
ら
れ
、出
来
た
て
の
お
菓
子

を
試
食
し
、最
後
に
泉
佐
野
漁
協

青
空
市
場
で
海
産
物
の
お
土
産

を
買って
帰
路
につ
き
ま
し
た
。

湯
川
智
子
海
印
寺
女
性
部
支

部
長
は
、「
珍
し
い
見
学
が
で
き
、

飲
茶
を
味
わ
い
な
が
ら
、部
員
と

よ
り
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
」と
話

さ
れ
、洛
南
女
性
部
の
城
内
維
子

支
部
長
も「
今
回
も
た
く
さ
ん
の

部
員
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。こ
れ

か
ら
も
活
動
を
活
発
化
し
た
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

乙
訓
支
店
女
性
部
は
、
９
月
２６
日
、乙
訓
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
調
理
室
で「
さ
ば
寿
司
・
巻
き
寿
司
」の
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
料
理
教
室
に
は
１２
人
の
部
員
が

参
加
さ
れ
、講
師
の
先
生
を
お
招
き
せ
ず
、部
員
み
ん
な

で
色
々
提
案
を
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
お
寿
司
作
り

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
初
予
定
が
な
か
っ
た「
漬
物
の
三
角
巻
き
寿
司
」も

加
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
家
の
光
に
紹
介
さ
れ
て
い
た

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る
お
寿
司
で
珍
し
い
と
い
う
こ
と
か

ら
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
洋
子
部
長
は
、「
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
で
わ
い
わ
い

と
料
理
を
す
る
の
は
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な

企
画
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

関
西
国
際
空
港
へ
研
修
旅
行
を
実
施

に
こ
や
か
な

料
理
教
室
を
開
催

◆
海
印
寺
支
店・洛
南
支
店

◆
乙
訓
支
店

9/25

9/26
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２
０
２
３
年
は
、
５
月
に
台
風
が
発

生
、梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
り
梅
雨
ら
し

い
天
候
が
続
き
、露
地
作
物
全
体
が
降
雨

過
多
と
日
照
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
栽
培
は
、ハ
ウ
ス
栽
培
品
の
京

お
く
ら
が
５
月
３０
日
か
ら
、京
都
南
部
市

場
向
け
に
出
荷
が
始
ま
り
、
６
月
下
旬

か
ら
出
荷
量
の
増
加
と
と
も
に
大
手
量

販
店
の
各
店
舗
で
販
売
さ
れ
、
７
月
上

旬
か
ら
は
、京
都
市
内
の
販
売
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

７
月
１６
日
～
１７
日
は
首
都
圏
に
お
い

て
、京
野
菜
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

ブ
ラ
ン
ド
京
野
菜
と
と
も
に「
京
お
く
ら
」

も
展
示
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き「
京
お
く
ら
」は
、

他
県
産
に
比
べ
品
質
も
良
く
、株
式
会
社

ミ
ツ
カ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
食
べ
方
提

案
の
レ
シ
ピ
を
出
荷
袋
に
封
入
し
て
い

る
こ
と
な
ど
も
市
場
、量
販
売
店
よ
り
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
３
年
９
月
末
の
出
荷
実
績
は
、

１０
・
６
トン
、
１
千
１
７
８
万
円
と
な
り
、出

荷
数
量
は
、前
年
比
１
４
８
・
１
％
。
販

売
金
額
で
は
、前
年
比
１
６
９
・
３
％
と

な
り
ま
し
た
。

○
販
売
促
進
活
動
状
況

・�「
ベ
ル
メ
ー
ル
」
２
０
２
３
夏
号
に�

�「
京
お
く
ら
」掲
載
。

　
生
産
者
考
案
の
４
つ
の
レ
シ
ピ
の�

　
情
報
と「
京
お
く
ら
」の
魅
力
が
掲
載
。

・�「
京
お
く
ら
」を
食
材
に
使
用
し
た
冷

凍
食
品「
商
品
名
：
京
の
夏
を
粘
り
強

さ
で
味
わ
う�

夏
バ
テ
知
ら
ず
の
麻
婆

夏
野
菜
豆
腐
」が
８
月
１
日
完
成
し
、

販
売
ス
タ
ー
ト
。

・�「
み
の
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
」「
み
の
り
カ

フ
ェ
」で
ミ
ツ
カ
ン
の
レ
シ
ピ
提
供
に

よ
る
食
酢
と「
京
お
く
ら
」を
使
用
し

た
メ
ニ
ュ
ー
が
７
月
５
日
よ
り
展
開
。

８
月
１
日
～
３１
日
、「
京
お
く
ら
」と

「
京
都
茄
子
」を
食
材
に
使
用
し
た
期

間
限
定
メ
ニ
ュ
ー「
季
節
の
膳
」提
供
。

・�

京
都
駅
地
下
街
京
都
ポ
ル
タ「
み
の
り

カ
フ
ェ
」前
に
て
、
７
月
２１
日
販
売
促

進
活
動
実
施
。「
京
お
く
ら
」と「
京
都

茄
子
」バ
ラ
売
り
。
京
都
市
、ミ
ツ
カ
ン

コ
ラ
ボ
食
品
ロ
ス
Ｐ
Ｒ
。

・�

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
テ
レ
ビ「
あ
ぐ
り
京
都
」

７
月
２３
日（
日
曜
日
）放
送
に「
京
お
く

ら
」、淀
支
店
管
内
生
産
者
の
家
村
和

徳
さ
ん
が
出
演
。

・�

京
都
駅
地
下
街
京
都
ポ
ル
タ「
み
の
り

カ
フ
ェ
」前
に
て
、
８
月
２５
日
第
２
回

販
売
促
進
活
動
実
施
。「
京
お
く
ら
」

と「
京
都
茄
子
」バ
ラ
売
り
。
京
都
市
、

ミ
ツ
カ
ン
コ
ラ
ボ
食
品
ロ
ス
Ｐ
Ｒ
。

・�

９
月
９
日
全
農
み
の
り
み
の
る
マ
ル

シ
ェ「
京
都
の
実
り
」J
R
大
阪
駅
ア

ト
リ
ウ
ム
広
場
に
て
販
売
促
進
活
動
。

・�

９
月
１６
～
１８
日
、イ
オ
ン
モ
ー
ル
京
都

五
条
に
お
い
て
、「
京
お
く
ら
」と「
京

都
茄
子
」を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
連

携
し
て
実
施
。

・�

９
月
２６
日
京
都
市「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
」イ
ベ
ン
ト
へ
の
食
材
提
供
。

京おくら販売状況

▲ 7/12 「あぐり京都」の収録

▲  9/9 JR大阪駅アトリウム広場 
全農みのりみのるマルシェ「京都の実り」

▲9/26  エコクッキングイベント

▲  株式会社ミツカン「もったい菜漬け」
リーフレットからメニュー提供を受けた
コラボPRリーフレット
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令
和
５
年
３
月
、国
が
定
め

た「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

法
」に
基
づ
き
、「
京
都
府
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、同
年
４
月
か
ら
、基

本
計
画
に
基
づ
き
、環
境
に
や

さ
し
い
取
組
を
行
う
農
林
漁
業

者
を
、京
都
府
知
事
が
認
定
す

る
仕
組
み
が
新
た
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。（
図
１
）

1�

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法

と
は

農
林
水
産
省
は
、食
料
・
農
林

水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続

性
の
両
立
を
実
現
す
る
た
め
、「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を

令
和
３
年
に
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
戦
略
で
は
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
、
農
林
水
産
業
の
ＣＯ２
排

出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
、化
学
農
薬

の
使
用
量
を
５０
％
減
ら
す
、
化

学
肥
料
の
使
用
量
を
３０
％
減
ら

す
、
耕
地
面
積
に
占
め
る
有
機

農
業
の
取
組
面
積
の
割
合
を
２５
％

（
１
０
０
万
ha
）に
拡
大
す
る
等

の
意
欲
的
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
な
お
、令
和
４
年
に
は
、こ
れ

ら
の
目
標
実
現
に
向
け
て
、「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

2
新
た
な
認
定
制
度
の
概
要

農
業
者
は
、み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
法
に
基
づい
て
定
め
ら
れ
た
、

京
都
府
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

次
に
挙
げ
る
活
動
に
つ
い
て
計
画

を
作
成
す
る
こ
と
で
、京
都
府
知

事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
認
定
の
対
象
と
な
る
活
動
】

①
土
壌
診
断
に
基
づ
く
土
づ
く
り
、

化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
使
用
低

減（
慣
行
か
ら
３
割
以
上
低
減
）

②
施
設
園
芸
の
省
エ
ネ
化
や
中
干

し
期
間
の
延
長
に
よ
る
、温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減（
写
真
１
）

③
そ
の
他（
バ
イ
オ
炭
の
農
地
施

用
、生
分
解
マ
ル
チ
の
利
用
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
被
覆
肥
料
の
代
替
肥
料

導
入
等
）

認
定
を
受
け
る
と
、国
や
京
都

府
の
補
助
金
の
採
択
に
お
け
る
優

遇
や
設
備
投
資
の
際
の
税
制
優
遇

を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、日
本
政
策

金
融
公
庫
の
無
利
子
融
資
等
の

活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

3
認
定
の
取
得
方
法

環
境
に
や
さ
し
い
取
組
に
つい
て

は
、こ
れ
ま
で
エコ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度

に
よ
る
認
定（
※
）を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、新
た
な
認
定
制
度
で
は
、

よ
り
幅
広
い
取
組
が
対
象
と
な
る

ほ
か
、グ
ル
ー
プ
で
の
申
請
も
可
能

で
す
。　

新
た
な
認
定
の
取
得
に
あ
た
っ

て
は
、計
画
書
の
作
成
や
栽
培
履

歴
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、ま
ず
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※�

新
た
な
認
定
制
度
の
開
始
に

伴
い
、こ
れ
ま
で
の
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
認
定
は
、有
効
期
限
の

到
来
と
と
も
に
失
効
し
、順

次
廃
止
さ
れ
ま
す
。

京
都
市
、株
式
会
社
ミ
ツ

カ
ン
、J
A
全
農
京
都
、Ｊ
Ａ

京
都
中
央
の
食
品
ロ
ス
削
減

に
向
け
た
事
業
連
携
の
取
組

は
、夏
期
は
、
２
０
２
３
年

５
月
か
ら
、食
酢
を
使
用
し

た「
京
お
く
ら
」や「
京
都
茄

子
」を
食
材
に
使
用
し
た
レ

シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
た「
も
っ

た
い
菜
漬
け
」リ
ー
フ
レ
ッ

ト
が
作
成
さ
れ
、量
販
売
店

で
掲
示
さ
れ
た
ほ
か
、「
京
お

く
ら
」の
出
荷
袋
な
ど
に
も

封
入
し
、事
業
を
展
開
し
ま

し
た
。
ま
た
、
J
A
全
農
京

都
が
運
営
す
る「
み
の
る
ダ

イ
ニ
ン
グ
」京
都
ポ
ル
タ
店

で
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
中
か

ら
メ
ニ
ュ
ー
が
採
用
さ
れ
、

新
た
に
飲
食
店
で
の
連
携
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

１０
月
以
降
は
、鍋
つ
ゆ
調

味
料
を
使
用
し
た
レ
シ
ピ

ブ
ッ
ク「
も
っ
た
い
鍋
」リ
ー

フ
レ
ッ
ト
で
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ

と
合
わ
せ
て
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

「
み
の
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
」で

は
、「
九
条
ね
ぎ
」「
ハ
ク
サ
イ
」

「
長
ダ
イ
コ
ン
」を
使
用
し
た

レ
シ
ピ
や
管
内
の「
し
ろ
菜
」

な
ど
を
使
用
し
た
鍋
物
メ

ニ
ュ
ー
が
１１
月
上
旬
よ
り
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

みどりの食料システム法に基づく新たな認定制度について

冬季特産物における株式会社 Mizkan との連携

（
京
都
府
京
都
乙
訓

��

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
寄
稿
）

▲ 図1 新旧認定 

▲ 写真1 ハウス省エネ化

▲ 「もったい鍋」リーフレット▲ みのるダイニングでの提供メニューを検討 ▲ 「ねぎと黒こしょうまみれ！の水炊き」

みどりの食料システム法に
基づく認定

（農業、畜産、林業、漁業）

持続農業法に
基づく認定：エコファーマー

（農業のみ）

新

旧
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９
月
１６
日
に
契
約
外
米
、２７
日
に

出
荷
契
約
米
の
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

以
降
、１０
月
下
旬
ま
で
検
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、梅
雨
の
長
雨
と
日
照
不

足
や
品
質
に
最
も
影
響
す
る
登
熟
期

が
全
国
的
に
も
高
温
で
異
常
気
象
下

で
あ
っ
た
た
め
、品
質
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

早
生
品
種
で
は
、登
熟
期
の
高
温

の
影
響
と
思
わ
れ
る
白
未
熟
粒
の
混

入
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
登
熟
期
の
高
温
は
、災
害
レ

ベ
ル
に
達
し
て
お
り
、
乳
白
粒
や

背
・
腹
白
粒
過
多
の
ほ
か
、カ
メ
ム

シ
類
に
よ
る
着
色
粒
も
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

晩
成
品
種
で
も
高
温
の
影
響
を
受

け
て
お
り
、地
力
の
あ
る
圃ほ

場
で
も

乳
白
粒
や
背
・
腹
白
粒
の
混
入
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
に
お
い
て
は
、

平
坦
地
で
の
晩
生
品
種
に「
イ
ネ
カ

メ
ム
シ
」の
発
生
が
初
め
て
確
認
さ

れ
、出
穂
前
の
防
除
が
必
要
と
な
る

な
ど
早
く
も
次
年
度
へ
の
防
除
対
策

が
急
が
れ
ま
す
。
品
質
な
ど
の
詳
細

結
果
と
対
策
に
つ
い
て
は
、
１
月
号

に
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

技
術
対
策
な
ど
は
、毎
年
作
成
し
て

い
る「
肥
料
・
農
薬
予
約
申
込
書
」内

に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
注
文
と
合

わ
せ
て
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
済
部
営
農
販
売
課
は
、１０

月
１０
日
、淀
支
店
管
内
の
農
産

物
生
産
現
場
で
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
、京
都
光
華
女
子
大
学

短
期
大
学
部
の
地
域
連
携
活

動
の
一
環
と
し
て
、同
大
学
部

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生

8
人
を
対
象
に
農
業
分
野
で
の

フ
ー
ド
ロ
ス
問
題
を
テ
ー
マ
に

学
生
が
課
題
を
発
見
し
、自
ら
、

考
え
行
動
す
る
こ
と
を
学
ぶ
目

的
で
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、「
九
条
ね
ぎ
」、「
京

お
く
ら
」の
栽
培
生
産
者
の
指

導
に
よ
り
、栽
培
圃
場
や
出
荷

調
整
作
業
を
見
学
し
、生
産
現

場
で
の
課
題
か
ら
、近
年
の
異

常
気
象
に
対
応
す
る
栽
培
技

術
の
工
夫
な
ど
学
生
が
学
び

ま
し
た
。

ま
た
、「
京
お
く
ら
」栽
培
圃

場
で
は
、収
穫
体
験
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
後
、学
生
た
ち
は
、生
産
現

場
で
の
課
題
や
自
ら
の
気
づ
き

を
基
に
フ
ー
ド
ロ
ス
問
題
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
、
２
０
２
４

年
１
月
に
報
告
会
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

2023年産米検査状況

京
都
光
華
女
子
大
学
短
期
大
学
部
と
の

地
域
連
携
活
動

▲
 

産
米
検
査

▲ 京おくら栽培の説明を行う家村和徳さん▲ 九条ねぎ栽培の説明を行う岡本和也さん

生息地域の

▲
 

拡大とともに 

被害が拡大している
イネカメムシ成虫

▲ 高温による「背・腹白粒」・ヒノヒカリ
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経
済
部
営
農
販
売
課
で
は
、
９
月
１６
日
か
ら

１８
日
の
３
日
間
、イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社
と

の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
京
都
五

条
で
開
き
ま
し
た
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社
で
は
、全
国
の
イ

オ
ン
モ
ー
ル
で「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

フ
ェ
ス
」と
題
し
、
９
月
１６
日
か
ら
２５
日
ま
で
の

１０
日
間
、各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
。

今
回
、
９
月
１６
日
と
１７
日
は
、
１
階
吹
き
抜

け
モ
ー
ル
の
特
設
会
場
で「
べ
ジ
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
ゲ
ー
ム
」と
し
て
、Ｊ
Ａ
職
員
が
考
案
し
た
も

の
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
制

限
時
間
１
分
間
に
果
実
に
傷
等
が
入
っ
た
規
格

外
に
な
っ
た「
京
都
茄
子
」を
釣
り
上
げ
る
ゲ
ー

ム
で
釣
り
上
げ
た
も
の
は
３
個
ま
で
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
る
。

１８
日
に
は
、「
野
菜
ス
タ
ン
プ
で
エコ
バッ
グ
を
つ
く

ろ
う
！
」と
題
し
て
、大
き
く
な
り
す
ぎ
た
規
格

外
の「
京
お
く
ら
」と
果
実
に
傷
等
が
入
っ
た
規
格

外
に
な
っ
た「
京
都
茄
子
」を
利
用
し
、輪
切
り
に

し
た
も
の
を
エコ
バッ
グ
に
ス
タ
ン
プ
す
る
も
の
。「
京

お
く
ら
」の
輪
切
り
に
し
た
５
角
の
形
が
と
て
も
か

わ
い
ら
し
い
な
ど
と
参
加
者
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
京
都
市
と
株

式
会
社
ミ
ツ
カ
ン
、Ｊ
Ａ
全
農
京
都
、Ｊ
Ａ
京
都

中
央
が
連
携
し
て
取
組
ん
で
い
る
食
品
ロ
ス
の
削

減
と
野
菜
を
無
駄
な
く
消
費
す
る
レ
シ
ピ
が
掲

載
さ
れ
た「
も
っ
た
い
菜
漬
け
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や

特
産
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
ウ
チ
ワ
な
ど
が
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

向
島
支
店
の
水
稲
部
で
は
、
９
月
２６
日
、毎
年

恒
例
の
水
稲
適
期
刈
取
現
地
検
討
会
と
採
種
圃
場

の
二
次
審
査
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、梅
雨
の
長
雨
に
よ
る
日
照
不
足
や
登

熟
期
の
高
温
な
ど
の
異
常
気
象
下
に
よ
る
晩
生
品

種
の
品
質
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、同
水
稲
部
員
の
ほ
か
、経
済
部
営
農

販
売
課
技
術
顧
問
の
荒
木
俊
光
氏
を
指
導
者
に
、

Ｊ
Ａ
、行
政
関
係
機
関
の
農
業
指
導
担
当
者
ら
１８

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
栽
培
圃
場
を
巡
回
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の

刈
取
適
期
を
診
断
し
、圃
場
に
刈
取
適
期
を
知
ら

す
立
看
板
を
５
ヶ
所
設
置
。
立
看
板
を
設
置
し

た
巨
椋
池
干
拓
農
地
で
は
、他
の
地
域
か
ら
の
入

作
農
家
の
多
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、こ
の
取
組
は
、

組
合
員
以
外
の
生
産
者
か
ら
も
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

巡
回
し
た
各
圃
場
と
採
種
圃
場
と
も
に
生
育
は

良
好
で
、病
害
虫
も
問
題
な
く
、良
質
な
産
米
と

種
子
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社
と

コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

水稲適期刈取現地検討会と採種圃場の二次審査会

▲ べジフィッシング

▲ 刈取適期を診断する荒木技術顧問

▲ 野菜スタンプでエコバッグをつくろう！
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最優秀賞最優秀賞

最優秀賞最優秀賞

優秀賞優秀賞

優秀賞優秀賞

入賞入賞

　当JAの役員により合計55点の作品を対象に審査が行われました。それぞ
れの作品にお子様たちの祖父母に対する「愛」が感じとられ、審査に時間を
要しましたが部門別に計10点の作品が選ばれました。受賞者の皆さまには
それぞれ賞状と賞品が贈られます。受賞者の皆さまおめでとうございます。
今回惜しくも賞を逃した方もご応募本当にありがとうございました。
　次回の開催をお楽しみに！

審
査
の
模
様

入賞入賞

お絵かき
部門

らくがき
部門

受賞者発表受賞者発表2023
年度 受賞者発表

海印寺支店

海印寺支店

海印寺支店 大原野支店 大原野支店

久
世
支
店

淀支店

向日支店

▲真野 奏
そう

汰
た

くん（8歳）

▲けいちゃん（5歳）

▲佐川 寛
かん

奈
な

ちゃん（8歳） ▲佐川 絢
あや

香
か

ちゃん（11歳）

▲ペンネーム Ｒくん（2歳）

▲いっちゃん（4歳）

▲八田 芽
め

衣
い

ちゃん（6歳）

14No.159

大
山
崎
支
店

▲ペンネーム はなちゃん（3歳）

乙訓支店

     

ペ
ン
ネ
ー
ム 

▲ 

み
っ
ち
ゃ
ん（
4
歳
）

   

ペ
ン
ネ
ー
ム 

▲ 

あ
ー
ち
ゃ
ん（
9
歳
）



No.38No.38わ が 家 の 宝 物

ス マ イ ル キ ッ ズ

う ち の ペ ッ ト

ご主人はご主人は　　

家家
いえいえ

村村
むらむら

　　海海
かいかい

臣臣
しんしん

くんくん 7歳 7歳
崇崇
た かた か

臣臣
お みお み

くんくん 4歳 4歳
　　　　　　　　（淀支店）（淀支店）

JA京都中央管内の可愛らしいペットをご紹介します。

JA京都中央管内の素敵なお子さまをご紹介します。

毎日のようにケンカしているけど、なんだか
んだ仲良し兄弟です。
たくさん食べて、これからも仲良くすくすく
大きくなってね。

お父さん ： 和
かず

徳
のり

さん

お母さん ： 有
ゆ

香
か

さん

林　種男さん林　種男さん（淀支店）（淀支店）
ペットの名前：ドルチェちゃん 
　　　　　  　（メス２歳）    
ママになったドルチェが母親と一緒
に親子で展覧会に出場することに
なり、楽しみが倍増です。
入賞目指してがんばれ！
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人
生
に
加
え
る
ち
ょっ
と
し
た
お
話

む
ら
こ
ず
ろ
よ
い
あ
れ
ふ

弁
護
士
・
弁
理
士
・
薬
剤
師 

加か

古こ 

尊た
か

温は
る

加
古
総
合
法
律
特
許
事
務
所

最
近
、身
寄
り
の
な
い
ご
高
齢
の
方

か
ら
、「
頼
れ
る
人
が
お
ら
ず
、自
分
自

身
が
亡
く
な
っ
た
後
の
手
続
き
を
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
心
配
だ
。」と
の
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
国

勢
調
査
に
よ
る
と
２
０
１
５
年
か
ら

２
０
４
０
年
の
間
に
６５
歳
以
上
の
高
齢

者
に
限
っ
て
も
３２
・
６
％
か
ら
４０
・
０
％

に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、少

子
高
齢
化
や
核
家
族
化
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、昔
に
く
ら
べ
て
、身
寄
り
が
な

い
、相
続
人
も
い
な
い
ご
高
齢
の
方
や
、

ご
親
族
が
い
て
も
親
族
関
係
が
希
薄
で

あ
っ
た
り
、ご
親
族
も
ご
高
齢
で
認
知

症
が
進
行
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
か
ら

頼
れ
な
い
な
ど
、ご
自
身
の
死
後
に
不

安
を
抱
え
る
方
が
大
変
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、自
分
自
身
が

亡
く
な
っ
た
後
の
不
安
を
解
消
、解
決

す
る
た
め
に
、生
前
に
遺
し
た
ご
自
身

第
24
回
　
テ
ーマ

「
死
後
事
務
委
任
」

  

に
ついて

の
意
思（
遺
志
）を
反
映
す
る
方
法
と
し

て
、「
遺
言
書
」を
作
成
す
る
以
外
に
、

信
頼
で
き
る
方
と
の
間
で「
死
後
事
務

委
任
契
約
」を
交
わ
す
と
い
う
方
法
が

あ
り
ま
す
。

「
死
後
事
務
委
任
契
約
」と
は
、ご
本

人
が
、信
頼
で
き
る
第
三
者
に
対
し
て
、

葬
儀
・
火
葬
・
納
骨
等
の
葬
送
や
そ
の

他
ご
本
人
が
亡
く
な
っ
た
後
に
必
要
な

諸
手
続
き
を
す
る
こ
と
を
、生
前
に
お

願
い
し
て
お
く
と
い
う
契
約
で
あ
り
、

遺
言
書
の
よ
う
に
、ど
の
遺
産
を
誰
に

相
続
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
決
め
て

お
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

死
後
事
務
委
任
契
約
は
、ご
自
身
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
、遺
産
を
も
ら
っ
て

も
ら
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、死
後

の
事
務（
入
院
医
療
費
の
支
払
い
な
ど
）

を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
第
三
者
に
お

願
い
す
る
と
い
う
も
の
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、死
後
事
務
委
任
契
約
は
、

必
ず
、生
前
に
、信
頼
で
き
る
第
三
者
と

の
間
で
、ど
の
よ
う
な
こ
と（
死
後
の
事
務
）

を
行
っ
て
も
ら
う
の
か
を
、契
約
書
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
契
約
書
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
聞
く
と
大
変
な
こ

と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、ご
自
身
や
第

三
者
が
作
成
で
き
な
い
場
合
、例
え
ば
、

公
証
人
役
場
に
相
談
し
て
、文
案
を
含
め

て
公
正
証
書
と
い
う
形
で
作
成
し
て
も
ら

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、「
死
後
事
務
委
任
契
約
」は
、以

前
ま
で
は
、依
頼
者
が
亡
く
な
っ
た
の
だ

か
ら
、こ
の
よ
う
な
契
約
は
無
効
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、現
在
で
は
、こ
の
よ
う

な
契
約
も
有
効
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、ど
の
よ
う
な
死

後
の
事
務
で
も
お
願
い
す
れ
ば
す
べ
て
有

効
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、現
時
点
で
は
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
死
後
の
事
務
は
有
効

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、さ
ら
に
有
効

と
な
る
死
後
の
事
務
が
増
え
て
い
く
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
お
考
え
に
な
ら
れ
た
死

後
の
事
務
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
有
効
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い
と
き
に
は
、法
律
専

門
家
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
現
時
点
で
、死
後
事
務
委
任
契
約
と

し
て
有
効
と
さ
れ
て
い
る
内
容
〉

①�

葬
儀
に
関
す
る
も
の

葬
儀
方
式
の
指
定
、埋
葬
方
法
の
指

定
、供
養
方
法
の
指
定
な
ど

②
行
政
手
続
き
に
関
す
る
も
の

死
亡
届
の
提
出
、運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
等
の
返
還
、年
金
の
受
給
資
格

の
抹
消
手
続
き
、住
民
税
や
固
定
資
産

税
等
税
金
の
支
払
い
な
ど

③
生
活
に
関
す
る
も
の

生
前
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス（
病
院
・
介

護
施
設
）に
関
す
る
料
金
の
精
算
、居

住
す
る
賃
貸
不
動
産
の
契
約
の
解
除

や
明
渡
し
手
続
き
、介
護
サ
ー
ビ
ス
で

リ
ー
ス
し
て
い
る
介
護
用
具
の
返
却

手
続
き
、水
道
光
熱
費
等
公
共
料
金
の

支
払
い
と
解
約
手
続
き
、パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
の
個
人
情
報
の
抹
消
処
理
、

遺
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
を
施
設
に
入
れ
る

な
ど
ペ
ッ
ト
の
環
境
整
備
な
ど
。

連載
第24回
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この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約にあたっては「重要事項説明書（注意喚起情報）」およ
び「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

約403万円

解約返れい金
※

一
生
涯
保
障

一
時
払
共
済
掛
金

ご契約例

あなたの「想い」を形にしませんか？

男性（40歳加入） 共済金額500万円・予定利率0.8%の場合

※解約返れい金は、組合の定める取り扱いに基づき計算した額をお支払いします。解約返れい金は、お払込みいただいた共済掛金の額が限度となり、早期にご解約される場合、お払込みい
ただいた共済掛金を下回ることがあります。

死亡のとき

死亡共済金500万円

90歳まで
ご加入いただけます

一生涯にわたって、お亡くなりになられたときの保障が確保できます。

医師による診査は必要なく、簡単な告知でお申し込みいただけます。

死亡共済金は相続対策にご活用いただけます。

１

２

３

ＰＯＩＮＴ

＊両方が「いいえ」の場合でもご職業、これまでの共済金の支払請求内容などによってご契約いただけないことがあります。

次の項目の両方が「いいえ」の場合にご加入いただけます。

もしものことがあっても、
資金を預貯金にいれたままお亡くなりになられた場合、口座が凍結され、
思うように資産が引き出せないことがあります。
また、凍結を解除するには、たくさんの書類と時間を要します。
一時払終身共済の受取人の方はもしものときも
すぐに共済金を受け取ることができるので、安心です。

ご 存 知 で す か ？

【23261000251】

共済は相続時の「強い味方」となります。相続対策に是非ご活用下さい！

＊予定利率とは、共済掛金積立金（将来の共済金等をお支払いするために、共済掛金の中から積み立てられているお金）を運用する際に適用されるあらかじめ定められた利率をいいます。
＊予定利率は金利情勢に応じて毎月１日に設定され、月末まで同一となります。このため、ご契約される月によりお払込みいただく共済掛金が変動（増減）する場合があります。
なお、ご契約時の予定利率は、共済期間を通じて固定して適用されます。

現在の共済掛金については、ＪＡ共済ＨＰ「掛金シミュレーション」にてご確認いただくか、お近くのＪＡにお問い合わせください。

共済は相続時の「強い味方」となります。相続対策に是非ご活用ください！
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最
初
は
軟
ら
か
か
っ
た
土
は
野
菜
を

作
り
続
け
る
と
次
第
に
硬
く
な
り
、水

は
け
が
悪
く
な
っ
て
病
害
虫
が
出
や
す

く
な
り
ま
す
。
春
に
備
え
て
、菜
園
に

野
菜
が
少
な
い
こ
の
時
期
に
土
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

［
水
は
け
と
通
気
の
良
い
土
］

　

根
は
水
に
溶
け
た
酸
素
を
吸
っ
て
生

長
し
ま
す
。
水
と
空
気
が
土
粒
の
隙
間

を
動
き
や
す
い
よ
う
な
土
の
構
造
が
大

切
で
す（
図
1
）。
水
は
け
を
良
く
す
る

に
は
土
を
深
く
耕
し
、下
層
の
固
く
て

水
の
抜
け
に
く
い
土
層
を
壊
し
ま
す
。

団
粒
を
作
る
の
は
砂
や
粘
土
を
く
っ
つ

け
る
役
割
を
す
る
堆
肥
な
ど
の
有
機
物

で
す
。
寒
起
こ
し
や
天
地
返
し
に
合
わ

せ
て
バ
ー
ク
堆
肥
、家
畜
ふ
ん
堆
肥
な

ど
の
有
機
物
を
混
入
し
ま
す
。

［
寒
起
こ
し
］

　

厳
寒
期
の
1
、2
月
に
菜
園
を
20
～

30
cm
粗
く
掘
り
起
こ
し
、土
の
塊
を
寒

気
に
さ
ら
す
作
業
で
す
。
土
塊
に
含
ま

れ
る
水
が
夜
間
に
は
寒
さ
で
凍
結
し
、

日
中
に
は
溶
け
て
乾
燥
し
ま
す
。
こ
の

繰
り
返
し
で
土
塊
が
次
第
に
崩
れ
て
、

ふ
か
ふ
か
の
土
に
な
り
ま
す（
図
2
）。

土
中
の
害
虫
が
寒
さ
で
死
滅
す
る
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
。

［
天
地
返
し
］

　

同
じ
場
所
で
野
菜
を
長
く
栽
培
し
て

い
る
と
、上
層
土
に
は
養
分
が
蓄
積
し
、

下
層
土
に
は
固
く
根
が
入
り
に
く
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
上
層
土
に
は
土
壌

病
原
菌
や
有
害
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
増
え
て

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
畑
で
は
連
作
障

害
が
発
生
し
、野
菜
の
生
育
が
悪
く
な

り
ま
す
。

　

天
地
返
し
は
、表
面
か
ら
30
cm
程
度

の
上
層
土
と
そ
の
下
60
cm
程
度
ま
で
の

下
層
土
を
入
れ
替
え
る
土
壌
改
良
法
で

す（
図
3
）。
普
段
耕
す
土
層
は
軟
ら
か

で
も
、そ
の
下
に
固
い
土
層
が
あ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
耕
盤
と
い
い

ま
す
。
長
い
間
、ト
ラ
ク
タ
ー
の
ロ
ー

タ
リ
ー
で
耕こ
う

耘う
ん

を
続
け
て
い
る
と
耕
盤

が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
天
地
返
し
で
、

耕
盤
を
崩
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
き
つ
い
仕
事
な
の
で
、作

業
の
少
な
い
冬
の
う
ち
に
行
っ
て
お
く

と
良
い
で
し
ょ
う
。
連
作
が
心
配
な
菜

園
で
は
、障
害
を
避
け
る
対
策
と
し
て

も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

寒
起
こ
し
と
天
地
返
し
　
農
閑
期
に
行
う
土
づ
く
り

あ
な
た
も
チ
ャレ
ン
ジ
！ 

家
庭
菜
園

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

　
作
成
し
て
い
ま
す
。

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎
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米粉とおからの
ヘルシーケーキ

鶏モモ肉と柿、
ロメインレタスのサラダ

シェフ永井の

おすすめ

フルーツの風味と生おからが好相性

家族
みんなで

おいしく食べよう！

22No.159

作 り 方
❶�よく搾った生おからと米粉をブレンダーにかけ、�
よく混ざったらベーキングパウダーを加えてさらに混ぜる。

❷�🄰の材料を全てボウルでよく混ぜ、①を加えてさらに混ぜる。生地はボテッと
した感じになるように豆乳または牛乳（分量外）で調整する。
❸�オーブンペーパーを敷いた焼き型に入れ、表面を平らに整える。
❹�180度に温めたオーブンで30～35分焼く�
（竹串を刺して生焼けの生地が付かなければOK）。
❺�表面にあんずジャムを塗り、再度オーブンで2分焼き、�
取り出してからココナツパウダーを振る。
❻�焼き型に入れたまま、網（ケーキクーラー）の上にのせて冷ます。
❼�⑥を焼き型から抜
き、リンゴの蒸し煮
3切れでバラの花の
形を作ってのせ、ミ
ントの葉を飾る。

作 り 方
❶�鶏モモ肉を一口大に切り、料理酒、塩をもみ込んでおく。�
ロメインレタスは5cmほどに切り、水洗いしてざるにあげておく。�
柿は8等分にして皮をむく。

❷フライパンにオリーブ油を熱し、①の鶏モモ肉を焼き上げる。
❸�皿にロメインレタス、グリルした鶏モモ肉、柿、レモンスライスを盛り付け、�
②のフライパンに残った肉汁を回しかける。
❹�ドレッシングの材料を合わせて、サラダにかけ、クルミ、�
パルメザンチーズをかけ出来上がり。

材　料 4人分

鶏モモ肉…………………200g
柿…………………………1個
ロメインレタス… …………1/2
レモンスライス… …………4枚
クルミ…………………… 20g
パルメザンチーズ… …… 適宜
オリーブ油…………… 大さじ1
料理酒……………… 大さじ1

塩…………………小さじ1/2
ドレッシング
レモン汁…………… 大さじ3
オリーブ油（エクストラバージン）…
　… ……………… 大さじ3
マヨネーズ………… 大さじ3
ブラックペッパー… … 少々

材　料 直径15cm×高さ6cmのケーキ型1台分

①�リンゴをよく洗ってから8等分し、芯
の部分を取る。
②�塩水にくぐらせてから、厚さ2mmぐ
らいにスライスして鍋に平らになるよ
うに入れ、弱火で約18分蒸し煮する。

ワンポイント「リンゴの蒸し煮」

米粉……………………100g
生おから…………………100g
ベーキングパウダー
（アルミニウムフリー）…小さじ2
　成分無調整豆乳または
　成分無調整牛乳…… 80ml
　菜種油……………… 大さじ4
　てんさい糖…………… 50g
　メープルシロップ……大さじ1
　レモン汁…………… 大さじ1

A

　塩こうじ…………… 大さじ1
　白みそ……………… 大さじ1
　レモンの皮……… 1/2個分
あんずジャム……大さじ2〜3
ココナツパウダー…大さじ2〜3
飾り
　リンゴ（蒸し煮用）…………1個
　ミント（葉）………………… ……適量

A



　

毎
月
Ｊ
Ａ
マ
ル
シ
ェ
に
行
く
の
が

楽
し
み
で
７
月
は
赤
い
と
う
も
ろ
こ

し
を
買
い
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
で
は

売
ら
れ
て
な
い
で
す
。　

〈
神
足
支
店
管
内
〉梶
原
　
陽
子
さ
ん

　

今
年
は
雨
が
少
な
く
土
が
地
割
れ
し
て
作
物
に
影
響
し
ま
し
た
が
、

ス
イ
カ
と
メ
ロ
ン
は
例
年
通
り
の
収
穫
が
で
き
ま
し
た
。

　
〈
向
日
支
店
管
内
〉ペ
ノ
ン
コ
さ
ん

　

広
報
誌
ふ
れ
あ
い
を
毎
回
楽
し
く
拝
読
し
て
い
ま
す
。
特
に
表

紙
紹
介
の
方
の
農
業
に
従
事
し
て
い
る
様
子
に
感
心
。
応
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
海
印
寺
支
店
管
内
〉ト
コ
ち
ゃ
ん
さ
ん

　

敬
老
の
日
の
似
顔
絵
コ
ン
ク
ー
ル
に
孫
が
描
い
て
く
れ
た
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。　

〈
高
雄
支
店
管
内
〉せ
ん
べ
い
さ
ん

　

あ
ぜ
道
に
彼
岸
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
ま
す
。
子
供
の
頃
、家

に
持
っ
て
帰
れ
な
い
花
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
野
の
花
の
よ
う
に

つ
ん
で
帰
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
も
な
が
め
て
い
る
だ
け

で
す
。

〈
岩
倉
支
店
管
内
〉林
　
千
鶴
子
さ
ん

　

コ
ッ
ト
ン
フ
ラ
ワ
ー
収
穫
で
き
始
め
て
、嬉
し
い
で
す
。
実
が
は

ぜ
て
綿
が
出
て
き
た
の
に
感
動
！

〈
大
山
崎
支
店
管
内
〉大
北
　
直
美
さ
ん

ペ
ン
ネ
ー
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

9月号の
当選者

9月号の解答
「アキナス」

梶原　陽子さん （神足支店管内）

マーちゃんさん （海印寺支店管内）

トコちゃんさん （海印寺支店管内）

喜多　文子さん （向日支店管内）

ノンコさん （向日支店管内）

森本　一子さん （岩倉支店管内）

やまちゃんさん （岩倉支店管内）

林　千鶴子さん （岩倉支店管内）

せんべいさん （高雄支店管内）

鈴岡　建夫さん （高雄支店管内）

ペンネーム 

ペンネーム 

ペンネーム 

ペンネーム 

ペンネーム 

広報誌ふれあいでは広報誌ふれあいでは
読者の皆さんからのお便りをお待ちしています。読者の皆さんからのお便りをお待ちしています。

記事の感想や、近況報告、おもしろ情報から絵はがきなど大歓迎です。記事の感想や、近況報告、おもしろ情報から絵はがきなど大歓迎です。
いただいたお便りは随時紹介させていただきます。たくさんのお便りをお待ちいたしております。いただいたお便りは随時紹介させていただきます。たくさんのお便りをお待ちいたしております。

松
村
　
み
よ
子
さ
ん
（
大
原
野
支
店
管
内
）

鈴
岡
　
建
夫
さ
ん
（
高
雄
支
店
管
内
） 森本　一子さん（岩倉支店管内）

お便りの
コーナー
お便りの
コーナー
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公式 LINE

表紙
の紹介

【大原野支店】

生産者 三
み

浦
う ら

 昌
ま さ

也
や

さん（59）
　こよなく苺を愛されていて、栽培にもひときわ力を注がれ
ている三浦昌也さんをご紹介。詳しくはP２～３のチャレン
ジページをご覧ください。

正解いただいた方の中から抽選で10名様に粗品を
進呈いたします。 当選者発表は1月号です。

Q  二重マスの文字を A〜E の順に並べてできる言葉は
何でしょうか？

①クロスワードの答え
②感想・身近なニュース
③特に気になった記事

一部ハガキをお便りコーナーで
紹介することもございます

絵・イラストなど

あ
な
た
の  

住  

所

支
店
名

　お
名
前

ペ
ン
ネ
ー
ム

（
お
名
前
で
ご
紹
介
し
て
良
い
場
合
は
、記
載
不
要
で
す
）

①クロスワードの答え
②感想・身近なニュース
③特に気になった記事

一部ハガキをお便りコーナーで
紹介することもございます

絵・イラストなど

あ
な
た
の  

住  

所

支
店
名

　お
名
前

ペ
ン
ネ
ー
ム

（
お
名
前
で
ご
紹
介
し
て
良
い
場
合
は
、記
載
不
要
で
す
）

応募締め切りは11月30日㈭消印有効です。

出
題
　
ニ
コ
リ

❶甘柿の王様と呼ばれることも 
あります
❷ 屋内のこと。――派
❸ ボンレス――、――サンド
❹  漢字では石榴、柘榴などと 
書く果物

❻ たき火に手をかざして取ります

❷ 

日
光
の
紅
葉
の
名
所
。 

48
個
の
カ
ー
ブ
が
あ
り
ま
す

❺ 

―
―
大
敵
、
運
転
中
は 

気
を
引
き
締
め
て

❼ 

白
―
―
に
身
を
包
ん
だ
花
嫁
さ
ん

❽ 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
水
泳
、 

筋
ト
レ
な
ど
は
こ
の
一
種

❿  

ハ
ウ
ス
を
使
わ
ず
作
物
を
育
て
る

―
―
栽
培

⓬  

考
え
る
と
き
に
ひ
ね
る
も
の

⓮ 

応
用
に
移
る
前
に
し
っ
か
り
と

⓰ 

1
カ
月
の
後
ろ
3
分
の
1

⓲ 

ペ
ン
の
は
キ
ャ
ッ
プ
と
呼
ぶ
こ
と
も

あ
り
ま
す

⓴ 

東
京
都
中
央
区
の
地
名
。 

豊
洲
へ
移
転
し
た
東
京
都
中
央
卸
売

市
場
が
あ
っ
た
場
所

㉑ 

2
人
で
お
そ
ろ
い
の
服
を
着
ま
す

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ
❾ 飲んで食べて話して楽しみます
⓫ 山野で生まれ育ったヤマノイモ
⓭ 奇術師が披露するもの
⓯ ベンチよりふかふかしています
⓱ 富士山の山頂を白くします
⓳ 漬物やワインを詰めます

　平素は当組合業務につきまして、格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、近年ヤミ金融業者などによる違法な取り立てや、架空請求詐欺など、金融
機関の預貯金口座を利用した悪質な事例が大きな社会問題になっています。
　当組合では、このような犯罪に悪用される口座の開設を防止し、組合員・利用者
様に安心してお取引いただくため、以下の事項について、お願いをしております。
　組合員・利用者様には、ご不便、お手数をおかけいたしますが、何卒、ご理解と
ご協力を賜りますようお願い申しあげます。

　すでに複数の普通貯金口座をお持ちのお客様で、現在長期に渡り利用されていない
口座については、ひとつの口座へおまとめいただきますよう、お願い申し上げます。
　何卒、主旨をご理解のうえ、ご協力いただきますようお願いいたします。
　なお、すでにお持ちの口座の通帳や印鑑等を紛失されており、ご利用いただけない
場合は、支店窓口または渉外担当者にお申し出ください。

現在、新規での複数普通貯金口座の開設はご遠慮いただいております。

複数の口座をお持ちのお客様へ
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